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表２．保育現場で見られたうた遊びのまとめ
図４．学生のうた遊びシート例
秦　昌子　梶間奈保：幼児教育における子どものうた遊びの研究と課題 －87－
い。
　一方養成校では、うた遊びのより実践的な表現が
求められるが、うた遊びが子どもとどのように関連
しているのかといった学術的な視点や音楽的発達の
つながりについて曖昧にされていることも多い。特
に、学生たちはうた遊びの習得といった “技術面” 
を取り入れることを重要視してしまい、子どもの年
齢や発達を踏まえた視点が疎かになってしまってい
る。また、現場でも人気のうた遊びやわらべうたな
どは「子どもに良いって聞くから」「みんな知って
いるから」という理由で取り上げられる場合もあ
る。わらべうたについては乳児にとっていいものと
して育児書などに掲載されているが、なぜいいのか
といった部分を理解した上で実践しなければならな
い。
　うた遊びでは、その活動のねらいや対象である子
どもたちを意識した上で、発展的なうた遊びへとつ
ながっていかなければならない。そのためには、う
た遊び一つひとつを音楽的視点や発達的視点などを
踏まえて分析し、保育内容との関連性やうた遊びを
通した活動の観点、また年齢や人数に応じた遊び方
の工夫などが網羅できる教材化を、養成校と保育現
場で連携し、うた遊びについて探求していくことが
必要なのではないだろうか。今後、うた遊びの研究
意義の重要性を学術的見地から示唆できるような教
材化の検討を進めていきたい。
※本研究は、本学の平成26年度学術教育研究特別助
成金より助成を受けている。
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